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クラブ会長標語 『　継続は力なり  ～行動と継続にこそ未来がある～  』 クラブ会長：村澤　功三

国  際  会  長  主  題 Building  today  for  a better tomorrow「より良い明日のために今日を築く」 国際会長：Jennifer　Jones

アジアエリア会長主題 ‘Action’「アクション」 アジア地域会長：田中　博之

西 日 本 区 理 事  主 題 “風となれ、ひかりとなれ” 西日本区理事：戸所　岩雄

京 都 部 部 長 主 題 限界を超えろ！ ～Ｙ's Ｐower ？ Ｎo Limit ！～ 京都部部長：島田　博司

今月の聖句
マタイによる福音書５章９節  
平和を実現する人々は、幸いである。その人たちは神の子と呼ばれる。
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思
っ
て
い
た
よ
り
も
遥
か
に
ハ
ー
ド
な
一
年
で
し
た
。

昨
期
は
京
都
部
Ｙ
サ
主
査
と
し
て
松
﨑
ワ
イ
ズ
を
輩
出

し
た
こ
と
も
あ
り
、
竹
中
Ｙ
サ
委
員
長
に
は
特
に
負
担

の
か
か
る
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
３
月
に
は
ゴ
ル

フ
を
嗜
む
メ
ン
バ
ー
の
少
な
い
中
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
の
ホ
ス
ト
役
も
務
め
て
頂
き
ま
し
た
。

９
月
熊
本
訪
問
、　
月
沖
縄
訪
問
、　
月
台
北
訪
問
、
４

月
な
か
の
し
ま
訪
問
と
、
タ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、

ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
と
濃
い
交
流
の
時
間
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
々
に
応
援
と
サ
ポ
ー
ト
を
頂
い
て
、
西

日
本
区
大
会
の
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
台
北
Ａ　
Ｌ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
ク
ラ
ブ
と
Ｉ
Ｂ
Ｃ
締
結
式
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
例
会
も
毎
回
趣
向
を
凝
ら
し

た
企
画
を
取
り
揃
え
、
一
年
を
通
じ
て
驚
き
と
感
動
の

あ
る
充
実
し
た
例
会
を
準
備
、
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
し
て　
期
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
、
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
と

し
て
迎
え
た
第　
回
西
日
本
区
大
会
。

準
備
の
段
取
り
や
当
日
の
運
営
に
多
々
反
省
点
は
あ
り

ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
大
成
功

と
い
え
る
大
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
参
加
の
方
々

か
ら
た
く
さ
ん
の
賞
賛
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
て
す
べ
て
を
こ
こ
に
書

き
記
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
初
め
て
の
委
員
長
で

勝
手
が
分
か
ら
な
い
中
頑
張
っ
て
一
年
間
や
り
遂
げ
て

も
ら
っ
た
方
、
さ
り
げ
な
く
目
配
り
し
て
調
整
や
サ
ポ

ー
ト
に
動
い
て
く
れ
た
方
、
普
段
ク
ラ
ブ
に
顔
を
出
せ

な
い
状
況
に
あ
っ
て
も
節
目
節
目
で
ク
ラ
ブ
に
愛
情
を

注
い
で
く
れ
た
方
、ｅ
ｔ
ｃ
、
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
に

感
謝
し
ま
す
。

い
い
会
長
期
だ
っ
た
と
い
う
思
い
で
一
年
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

｜
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11

23
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第２３期トゥービークラブ会長

溝口　誠

ＴＯＢＥ２３期を終えて



風
と
な
れ
、
ひ
か
り
と
な
れ

　

こ
こ
ろ
豊
か
に
あ
る
た
め
に
輝
く
た
め
に

戸所岩雄
20 1 9 - 2 0 2 0年度  西日本区理事

一
通
り
会
長
、
主
査
、
部
長
、
主
任
と
責
務
は
果
た
し

て
き
た
つ
も
り
で
す
が
如
何
か
な
と
の
思
い
、
そ
の
他
、

文
化
団
体
の
理
事
長
、
関
わ
っ
た
ま
ち
で
立
ち
上
げ
た

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
役
員
や
顧
問
等
々
。

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
野
球
、
テ
ニ
ス
、
ス
キ
ー
、

ボ
ー
ト
。
文
化
系
と
し
て
茶
道
、
華
道
は
学
生
時
代
か

ら
始
め
、
共
に   

年
。
特
に
最
近
茶
道
が
面
白
い
。

ワ
イ
ズ
の
絆
を
通
じ
て
皆
さ
ん
と
も
っ
と
交
流
・
親
睦

を
楽
し
も
う
と
い
う
こ
と
で
、
国
際
交
流
事
業
委
員
会

が
募
集
す
る
『
ス
キ
ル
・
リ
ス
ト
』
を
充
実
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
京
都
嵯
峨
野
と
西
加
茂
で
建
築
と
ラ
ン
ド
ス
ケ

ー
プ
の
面
白
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
件
が
進
行
中
。

仕
事
で
も
楽
し
み
（
お
茶
や
食
事
）
で
も
、
京
都
大
好

き
人
間
の
私
で
す
。。西日本区理事に聞く

戸所理事ってどんな人？

ワ
イ
ズ
に
入
会
し
て　

年
。
決
し
て
一
途
な
ワ
イ
ズ
メ
ン
で
な
か
っ
た
私

が
、
縁
と
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
理
事
と
な
る
。
今
回
『
理
事
通
信
』
を
読
ん

で
、「
そ
の
人
と
な
り
に
興
味
を
持
っ
た
の
で
、
そ
の
辺
を
書
い
て
ほ
し

い
」
と
山
口
ブ
リ
テ
ン
委
員
長
よ
り
依
頼
さ
れ
て
書
く
こ
と
に
。

で
は
幼
少
期
よ
り
。
子
供
の
頃
は
ひ
た
す
ら
甲
子
園
を
め
ざ
す
野
球
少
年
。

入
っ
た
高
校
（
茨
木
高
校
）
が
予
選
一
回
戦
で
大
敗
す
る
弱
小
チ
ー
ム
だ
っ

た
の
で
、
一
転
文
化
系
へ
。
写
真
と
演
劇
の
部
活
。
こ
れ
は
大
学
時
代
も
続

け
る
。

途
中
で
体
力
維
持
に
と
４
年
ほ
ど
空
手
を
習
い
一
応
初
段
。

学
生
時
代
に　

日
か
け
て
ナ
ホ
ト
カ
⇒
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
↓
北
欧
↓
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
↓
ス
ペ
イ
ン
↓
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
↓
ア
フ
リ
カ
（
モ
ロ
ッ
コ
、
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）
と
放
浪
。
本
来
は
建
築
と
集
落
の
研
究
が
目
的

の
は
ず
の
旅
。

学
生
時
代
か
ら　

才
位
ま
で
芝
居
と
建
築
家 

磯
崎
新
の
ア
ト
リ
エ
（
東
京

飯
田
橋
）
に
の
め
り
込
む

武
蔵
野
美
大
や
多
摩
美
大
・
東
京
芸
大
の
連
中
と
中
野
、
吉
祥
寺
、
府
中
あ

た
り
を
飲
ん
で
は
徘
徊
。

そ
ん
な
中
で
知
り
合
っ
た
４
人
で
創
造
集
団　

工
房
Ｓ　
　

 

を
創
り
、

“

お
金
を
頂
く
物
創
り   

を
ス
タ
ー
ト
。
一
軒
家
を
借
り　

 

時
間
仕
事
と
議

論
に
あ
け
く
れ
る
共
同
生
活
（
コ
ミ
ュ
ー
ン
？
）
し
か
し
最
終
的
に
破
綻
し

各
々
独
自
の
道
へ
。

仕
事
の
拠
点
を
都
会
に
す
る
か
地
方
に
す
る
か
悩
ん
だ
末
に
地
方
の
可
能
性

（
と
い
う
よ
り
都
会
に
疲
れ
て
）
を
信
じ
、　

歳
で
彦
根
に
建
築
設
計
事
務
所

を
開
設
。

以
来　

年
。
小
さ
な
ト
イ
レ
の
改
修
か
ら
、（
１
５
０
０
席
＋
４
０
０
席
＋

３
０
０
席
）
の
文
化
ホ
ー
ル
ま
で
。
茶
室
・
造
園
や
社
寺
古
建
築
か
ら
高
層

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
ホ
テ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
ま
で
。

“

彦
根
・
夢
京
橋
の
ま
ち
づ
く
り 

に
関
わ
っ
た
経
験
（
高
い
評
価
を
得
て
）

を
か
わ
れ
て
、
地
方
か
ら
多
く
の
声
が
か
か
り
、
ま
ち
づ
く
り
（
近
畿
、
山

陰
、
北
陸
、
中
部
の
市
町
村
）・
地
域
活
性
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
等
に
関

わ
っ
て
き
た
。

今
日
ま
で   

年
間
ワ
イ
ズ
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
「
奉
仕
活
動
」
に
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
仕
事
に
没
頭
す
る
こ
と
と
の
精
神
的
バ
ラ
ン
ス
を
保

と
う
と
し
て
い
た
の
か
な
と
思
う
。

（　

才
）
彦
根
ク
ラ
ブ
入
会
（　

才
）
彦
根
シ
ャ
ト
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
（　

才

〜　

才
）Ｊ
Ｃ
に
注
力

（　

才
〜　

才
）
ワ
イ
ズ
に
注
力
（　

才
〜　

才
）
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
注

力
そ
し
て
現
在　

才
ワ
イ
ズ
に
全
力

150
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第２４期西日本理事、戸所さんにご自身の歴史や

パーソナルについて語って頂きました。



7 月 21 日（日）９時～　京都ＹＭＣＡリトリートセンター
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京都トゥービークラブ
YMCAサービス委員長

桶谷　雄一

宇治リトリートセンター
薪搬入ワークを終えて

西
梅
雨
も
ま
だ
明
け
て
な
か
っ
た
週
の
最
終
の
日
曜
日
に
宇
治

リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
、
薪
搬
入
ワ
ー
ク
を
や
っ
と
の
思

い
で
決
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
今
期
は
西
日
本
区
大
会

の
ホ
ス
ト
役
で
も
あ
っ
た
の
で
ズ
ル
ズ
ル
と
時
が
過
ぎ
薪
割
り

が
出
来
ず
青
木
農
園
様
の
お
力
を
お
借
り
し
て
何
と
か
天
気
に

も
恵
ま
れ
薪
を
搬
入
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
！
毎
年
恒
例
の
作

業
の
一
環
と
し
て
薪
を1

束1

束
括
る
作
業
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
何
と
！
括
る
作
業
ナ
シ
で
薪
小
屋
に
搬
入
す
る
事
に
な

り
物
凄
く
手
間
が
省
け
て
最
短
記
録
更
新
！(

笑)

搬
入
完
了

し
ま
し
た
！
お
か
げ
さ
ま
で
、
朝
食
か
昼
食
か
微
妙
な
時
間
か

ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
出
来
ま
し
た
！

古
田
理
事
は
仙
台
に
遠
征
さ
れ
て
い
た
の
で
、

半
分
く
ら
い
は
委
員
長
特
製
焼
鳥
に
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た(

笑)

今
度
は
豚
串
で
も
し
ま
し
ょ
う
か
な
！

日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
参
加

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

7 月 10 日（水）　京都府立医科大学

京都トゥービークラブ

竹中　重治

京都府立医大

こども夏まつりサポート

２
０
１
９
年
７
月
１
０
日
，
京
都
府
立
医
大
病
院
に
て
、

子
供
夏
祭
り
サ
ポ
ー
ト
を
ト
ゥ
ー
ビ
ー
メ
ン
バ
ー
で

行
い
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
，
ス
マ
ー
ト
ボ
ー

ル
及
び
輪
投
げ
の
提
供
等
で
す
。
私
は
，
去
年
に
引
き

続
き
，
こ
の
事
業
へ
の
参
加
は
２
回
目
で
す
。

日
頃
外
出
も
で
き
な
い
子
供
た
ち
が
笑
顔
に
な
っ
て
ス

マ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
姿
や
そ
れ
を
あ
た
た
か
い

目
で
見
守
っ
て
い
る
親
御
さ
ん
の
お
顔
を
見
て
い
る
と
、

言
葉
に
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

去
年
と
比
べ
る
と
，
子
供
夏
祭
り
に
参
加
し
て
く
れ
た

子
供
た
ち
の
数
が
少
な
く
，
そ
の
こ
と
は
少
し
残
念
に

思
い
ま
し
た
が
、

人
気
の
あ
る
Ｙ
サ
事
業
で
す

の
で
、
府
立
医
大
の
ご
意
見

等
を
聴
き
な
が
ら
，
修
正
す

べ
き
点
は
修
正
し
、
こ
れ
か

ら
も
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
第　

  

期
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

最
初
の
例
会
は
、
定
時
総
会
。

今
期
、
村
澤
会
長
の
主
題
は

「
継
続
は
力
な
り
」~

行
動
と
継
続
に
こ
そ
未
来
が
あ
る
〜

ぼ
く
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
は
、
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
色
々
な

こ
と
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
い

く
。
但
し
、
何
で
も
か
ん
で
も
継
続
す
る
の
で
は
な
く
、

検
証
の
上
、
良
い
こ
と
は
続
け
る
が
、
必
要
の
な
い
こ
と

・
良
い
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
は
、
勇
気
を
も
っ
て
削

除
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
継
続
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
盛
り
上
げ
、
楽
し
く
関
わ
っ
て
い

く
と
い
う
事
だ
と
考
え
ま
す
。

例
会
は
、
お
な
じ
み
の
村
澤
節
の
会
長
挨
拶
の
後
、
会
長

主
題
を
反
映
し
た
事
業
・
予
算
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
充
実
し
た
定
時
総
会
と
な
り

ま
し
た
。
た
だ
、
も
う
少
し
時
間
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
深

く
ト
ゥ
ー
ビ
ー
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
な
ぁ
と
感

じ
ま
し
た
。

定
時
総
会
は
、
あ
と
１
時
間
ほ
し
い
で
す
ね
。

７月第一例会

第24期トゥービークラブ副会長

国松　義之

7 月 17 日（水）

ANAクラウンプラザホテル京都

京都ウエストワイズメンズクラブより牧野万里子ワイズと
市橋清太郎ワイズが京都部会アピールにお越しになられました。
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例会出席 BF・EF・JWF ニコニコ ファンド

7月第１例会　27 ／ 34 名

7月第２例会 台風により中止　

BE
EF
JWF

pt
pt
pt

7 月第１例会      0 円 6 月分      0 円

会　長
副会長

書　記

会　計

村澤　功三
馬場　昭宏
国松   義之
伊藤      剛
渡邉　   聡
宮田　雄輔

CLUB OFFICE：京都 YMCA
Adress Yanaginobanba,Sanjo,Nakagyo-ku,KYOTO ,604-8083 JAPAN
Phone  075-231-4388

YMCA NEWS
サバエ 秋祭り　
　1

京都YMCAサバエ教育キャンプ場を会場に秋祭りを開催します。
おいしいお食事屋台や楽しいゲーム・イベントがいっぱい、どなたでも
楽しんでいただけるお祭りです。ぜひご参加ください。

第2回京都YMCAチャリティーゴルフ
「未来を担う子どもたちを支援しよう」2
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日　　程：　2019年9月15日（日）
場　　所：　京都YMCAサバエ教育キャンプ場
入 場 料：　入場無料　※会場で飲食できる100円×10枚つづりのチケットをご購入ください。
お問合せ：　サバエ教育キャンプ場 事務局（TEL：075-255-4709）

集められた支援金は、京都YMCAが行う公益活動の
ために使われます。京都YMCAに集う様々な会員の
皆様、つながりのある皆様が一堂に会し交流を持つ
機会にもなります。ぜひ、ご友人やお知り合いの方も
お誘いいただきご参加ください。

日　　程：　2019年10月30日（水）
場　　所：　センチュリー・シガ・ゴルフクラブ
　　　　　　（所在地）〒520-3302 滋賀県甲賀市甲南町池田上梅田2118
会　　費：　15,000円（プレー費・昼食代・パーティー代・チャリティー代含む）
定　　員：　80名（4名×20組）　※定員になり次第締切ります。
お申込み：　京都YMCAチャリティーゴルフ事務局
                  （メール：kyoto@ymcajapan.org／Fax：075-251-0790）まで、
                 郵送、メールまたはFAXにてお申し込みください。
締切：         2019年9月17日（火）
お支払い：　代表者名で2019年10 月10日（木）までにお振込みくださるようお願いいたします。
郵便振替　口座番号　01030-6-733　
公益財団法人京都YMCA　（フリガナ）ザイ）キョウトワイエムシーエー
お問合せ：　チャリティーゴルフ事務局（TEL：075-231-4388）担当　藤尾

7 月第２例会      0 円 累計　　339,476 円


	bulietin1907-2.pdf
	bulietin1907-3.pdf
	bulietin1907-4.pdf

